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1　 研究の背景

　P［SA 調査 で も明 らか にな っ た 学習意欲低

下問題は，円本 の 理 科教育にお い て 火急 の 課

題 で あ る。 こ の よ うな教 育現場 にお け る課題

の 解決 にお い て は、　 「概念 の 形成過 程 の 自覚

化」 とい う視点が 、示唆 に富む と考え る。な

ぜ な らば、学習者がそ の 意味を形成す る過程

に注 目す る こ とに よ っ て 、　 「なぜ勉強す る の

か 、こ の 勉 強 は 自分た ち に とっ て どの よ うな

意味が あ る の か 」 とい う教育 の あ り方を実感

し に くい とい う間題 を克服す る可能性が ある

と考えるか らで ある。

　 さ らに、そ こ で は、教 師 の 教育観が人 き く

影響する と考え る。なぜ な らば、　 「なぜ 勉強

す るの か 」 とい っ た教育の あ り方は、教 える

側 で ある教師 の 教育観 に基 づ く と こ ろが大 き

い と考え られ るか らで あ る。

2 　 研究の取 り組み

（1 ）研 究経過

　以 トを鑑み 、こ れ ま で 理 論 と，「一枚ポート

フ ォ リオ 評 価 法 （OPPA ： One 　 Page 　 Portfolio

Assessment）、以 ド OPPA と記す 」を活 用した実

践 の 両面か ら研究を重ね て きた （図 1）。具

体的には、次の 4 点で あ る。

  概念 の 形成過程 の 自覚化 の 貝体 と して

　OPPA の 有効性 を 明 らか に した。

  こ れ に よ り、学習者 の 白己 評価 に 基 づ く

　教師 の 授 業改善が 可 能 にな る こ とを 明 ら

　か に した 。

  そ こ で は、OPP シ
ー

ト （OPPA で 使用す

　 る シー ト）に よ る概念の 形成過程の 可視化

　と OPPA を学習者が好 意的に受け ［1：め て い

　る こ とが有効 に働 く要素で あ る こ と、お よ

　び、教師 の 教育観 によ り、そ の 効果に差異

　が見 られ る こ とを明 らか し た。

  OPPA の 活用 に よ り、教師の 教育観 の 育

　成お よび 、変容が可能で あ る こ と、さ らに、

　それ は、OPP シー
トに設定す る 「本質的な

　図 1 概念の形成過程の 自覚化を重視した

　　　「自己評価 」に基づく「授 業改善 亅

　閙 い 」 が有効に働 く可能性 がある こ とを明

　 らか に した 。

（2 ）課題設定

　　そ こ で、本課題研究では、授業改善の た

　め の 教師 の 教育観 育成に つ い て 、 OPPA の

　 「本質的 な 問い 」 の 再考を行い 、そ の 効果

　 を検証す る。

（3 ）各研究課題

　　課 題 設定 に基づ き、小 学校 と Ilr学校 を事

　例に 次 の テ ーマ で 研究 を行 っ た。

　  山下春美 「本質的な 閙い 」 と教師の 授業

　　改善一
小学校 6 午「もの の 燃 え方 と空気」

　　 の 単元 を事 例に して
一

　  辻本昭彦 「本質的な問い 」 と教師の 教育

　　観の 変容 一教材か ら概念形成 へ
一

（4 ）研究討議

　本課題研 究 で は 、次 の 視点 か ら討議を行 う。

　　視点 1　 白己 評価 と授業改善

　　祝点 2　 授業改善と教師 の 教 育観

　指定討論者 ：堀　哲夫 （山梨大学副学長）
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